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  Qasid Hussain）さん（4月1日─9  
　月30日、受入教員・長田教授）▼ロシ
　ア科学アカデミー極東支部研究員の
　ミシーナ(MISHINA,Nata lya)さ
　ん（4月28日─7月30日、白岩准教授）
　▼米国ミシガン大学地質科学研究科准
　教授のファン(HUANG,Shaopeng)
　さん（4月15日─7月15日、谷口准教
　授）▼ザンビア農業研究所次長のムワ
　レ(MWALE,Moses)さん（ 4月1日
　─6月30日、梅津准教授）が、それぞ
　れ研究されています。
■
　本書の口絵に、ヒマラヤの氷河のカ
ラー写真が2枚ある。どちらも同じ氷
河を写したものだが、1枚は1978年に、
もう1枚は2004年に撮影されたもので
ある。見比べると、氷河が極端に小さ
くなっていることが実感できる。
　最近、アメリカのゴア元副大統領の「不
都合な真実」という映画が巷で話題にな
っている。人類の生存をかけて地球温暖化
問題と真摯に取り組まねばならないとい
う趣旨の映画である。温暖化による氷河の
縮小を印象付けるものとして、本書の口
絵写真はその映画の中でも使われている。
　地球研ライブラリーの1冊として出
版された本書は、わが国の研究者によ
るヒマラヤの氷河研究の成果を以下の
ような内容でまとめたものである。
　ヒマラヤでの温暖化が際立って急激
ではないにもかかわらず氷河は世界で
最も急速に小さくなっていること。そ
れにはアジアモンスーンという特有の
気候が大きな役割を果たしていること。
また、氷河の縮小に、氷河に生きる生
物の活動が効いていそうなこと。ヒマ
ラヤに特に顕著な、表面を厚い堆積物
で覆われた氷河も急速に縮小している
実態とその理由、などである。
　おりしも、地球温暖化はますます進
行しているという趣旨の IPCCの第4
次報告が出されたばかりで、タイムリ
ーな出版となった。（中尾正義）
　「人はなぜ花を愛でるのか？」。もし、
　このような質問が投げかけられたとし
　たら、どのような返答ができるでしょ
　うか。ほとんどの方は、答えに窮され
　るのではないでしょうか。
　この問いそのものは、非常に素朴な
疑問といえるでしょう。ただ、ひとたび
正面から答えようとすれば、人文科学か
ら自然科学までの人間や文化に関する
幅広い知見を総合することが必要不可
欠となるでしょう。このように考える
と、「人はなぜ花を愛でるのか？」とい
う問いは、人間文化の根源を問うもの
であり、また極めて学際的な研究統合
を要するものになります。
　本書は、この難解で深遠な問いに答
えるべく、考古学・人類学・日本史・美術
史・文化史などの専門家たちが、それ
ぞれの視点から執筆した9編の論考を
集録したものです。本書の前半5編は、
人間は花といつ出会い、なぜ関係を結
ぶようになったのか、という話題が中
心に論じられています。また、後半4編
は、人間が花をいかに扱い、どのよう
に認識してきたか、という話題に焦点
が当てられています。
　いずれの論考も、「人はなぜ花を愛で
るのか？」という問いとの格闘を通し
て、人間文化の根元に触れる問題が提
起されています。花に思いを巡らすう
ちに、人間や文化のあり方を見つめ直し
ている、そんな一冊です。（大西秀之）

